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JICA  ルサカ郡総合病院運営管理能力強化プロジェクト

CASSIOPEIA−UHC達成に向けて、対象の5つの病院における、５つ星に輝く質の高い医療ケアサービスを目指して

JICAカシオペイア・プロジェクト短期専門家の安食氏（左）が、ルサカ州保健局での
医療機器四半期会議で機器の故障原因の分類を発表。右はチパタ一次レベル病院
のムワンディラ氏（生体医工学技師）。

5つの一次レベル病
院の医療機器技術
者が、計画予防保全
（PPM）文書を更新

チパタ一次レベ
ル病院、バランス
ト・スコアカード
（BSC）の更新
ワークショップを

実施

チパタおよびマテ
ロ一次レベル病院
がJICA本部から訪
問者を受け入れ

 1. 

病院マネジメン
トハンドブック
の編集チームが
草案を最終化
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 2. 

5つの一次レベル病院の医療機器技術者が、
計画予防保全（PPM）文書を更新

　短期専門家（医療機器管理）の着
任を受け、ルサカ州保健局は2025年
11月13日、ルサカ郡内5つの一次レ
ベル病院の医療機器管理部門と医
療機器チャンピオン、チェルストン・ミ
ニ病院やバウレニ・ミニ病院の参加
者も対象とした合同会議を開催しま
した。会議は、ルサカ州保健局の主
任医療機器担当官であるシンカラ
氏の指導により実施されました。　
　 会 議 の 目 的 は 、医 療 機 器 技 術 者

（ M E T ）および バ イオメディカ ル エ
ンジ ニアが 各 部 門 から医 療 機 器 の
修理を依頼される際に用いられる修
理依頼票（ジョブリクエストカード）
と保守に使用している「計画予防保
全（P P M）チェックリスト」の 改 訂 案
を 共 有し、更 新 を 提 案 することでし
た。計画予防保全（PPM）は機器の要
件 に 応じて、月次、四 半 期、半 年、年

次などの頻度で実施されています。
　遡ること5月、修理依頼票には故障
発生原因を記録する箇所が指定され
ました。故障原因の分類には、電気系
統の不具合、粉じん、水関連、使用者
による不適切な取り扱い、その他があ
ります。これらの項目を記録・分析す
ることで、医療機器部門は機器損傷
の原因を特定します。データを蓄積す
ることで、原因に応じた予防保全を病
院に計画・提案できるようになります。
　これについて、短期専門家の安食氏
は機器故障の原因分析結果を発表し、
故障原因の多くは未然に対策の取れ
るものである可能性が高いこと、医療
機器管理部門のみならず、医療機器チ
ャンピオン、シニアマネジメントの各
々、もしくは三者が協力することで取り
うる対策があることを紹介しました。参
加者は、提案された対策は修理するよ

カニャマ一次レベル病院のムンバ氏（医療機器技術者：左）の発表にコメントするルサカ州保
健局のシンカラ氏（主席医療機器担当官：右）。
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りも低いコストで実施できることに納
得しました。具体例として、電力サージ
へ対策には、機器を守るためのサージ
保護装置の購入をシニアマネジメント
に要請すること等が議論されました。
　その後、カニャマ病院の医療機器
技術者であるムンバ氏が、データを
蓄積するために、施設でどう記録を
取り、記 録をファイリング するか、そ
の 実 務 を 説 明しました 。フォローア
ップを容 易 に するた め にも、ジョブ
リクエストカードを確 実 にファイル
するよう参 加 者 へ 呼 び か けました。
　故障原因の分析について、チパタ
病 院 の 臨 床ケア責 任 者（H C C）のチ
バング医師とチレンジェ病院の臨床
ケア責任者代行のスワナ医師は、シ
ニアマネジメントの 立 場 から、故 障
原 因を示 すデータがあることで、低
コストの予防策など、具体的な対策
を 計 画しや すくなると述 べました 。

　 J I C Aカシオペア・プロジェクトの
チ ーフアド バ イ ザ ー は 、P P M の 実
施 を 徹 底 するよう参 加 者 に 呼 び か
けました 。P P M は 医 療 機 器 の 損 傷
を 防 ぎ、耐 用 年 数 の 延 長 に つ な が
る た め で す。予 備 部 品 や 新 規 機 器
の 購 入 は 高 額 で あり、施 設 運 営 の
持 続 可 能 性 の 観 点 からも、P P M の
推 進 が 重 要であると強 調しました。
　さらに、ルサカ州保健局長に代わ
り、公衆衛生専門家のカヤウェ医師が
村井チーフの発言に同調し、更新版
PPMの活用を参加者に促しました。
更新版PPMは業務の整理に役立つ
だけでなく、最も一般的な機器故障
原 因 の 特 定 にもつ な がります。カヤ
ウェ氏はまた、医療機器が患者ケア
にとって重要なことから、医療機器技
術者とバイオメディカルエンジニア
の業務は、施設運営を円滑にする上
で不可欠であり、州保健局としてもそ
の役割を重視していると述べました。

医療機器会議に出席した、ルサカ州保健局のカヤウェ氏（公衆衛生専門家）。
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 4. 

チパタ一次レベル病院、
バランスト・スコアカード（BSC）の更新ワークショップを実施

　チパタ病院は、病院の部門長を対
象に、バランスト・スコアカード（BSC）
の見直しと更新を目的としたワー
クショップを11月6日に開催しまし
た。中心となったのは、病院プラン
ナーのンコマ氏です。チェルストン・
ミニ病院の計画担当官であるカゼ
ンベ氏とカシオペア・プロジェクトの
技術支援を受けて実施されました。
　 本 ワ ー クショップ の 狙 い は 、施
設 が 直 面 す る 新 た な 課 題 を B S C
に 反 映 さ せ 、計 画 策 定 に B S C を 使
用 することが 求 めら れ て い る 新 任
職 員 が 、この ツ ー ル を 理 解し 実 務
で 使 える よう に す る こと で し た 。
　臨床ケア責任者のチバング氏が議
長を務め、参加者は戦略的計画の基
本、問題ツリー分析を用いた課題の特
定方法、さらに戦略目標を設定し、目標
達成に必要な行動へ落とし込む手順

を学びました。グループ演習では、戦略
目標、重要指標（KPI）、ターゲット、アク
ション、期限、担当者を整理しました。
　多くのグループが、理学療法部門で
の患者待ち時間の短縮、外来部門の
時間遵守、そして記録室における記
録管理とファイリング体制の改善を
挙げました。また、BSCを活用する意
義についても共通理解が得られまし
た。BSCは課題の根本原因を整理する
のに役立つだけでなく、各部門と病院
全体が取るべき行動を具体化し、目標
達成までの道筋を描くうえで有効な
ツールであることが確認されました。
　 最 後 に 、ン コ マ 氏 は 、参 加 者 に
謝 意 を 表し、ファシリテ ーション を
担った カ ゼ ン ベ 氏 の 知 識と経 験 の
共 有 を 称え、カシ オ ペ ア・プ ロジェ
クトにも感 謝 の 言 葉を述 べました 。

チパタ一次レベル病院で開催されたバランス・スコアカード更新ワークショップのグループワ
ークで議論する参加者たち。
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 5. 

チパタおよびマテロ一次レベル病院がJICA本部から訪問者を受け入れ

　チパタおよびマテロ病院をJICA本部
の小川瑶葉氏が訪問しました。小川氏
は、JICA本部でカシオペア・プロジェクト
を担当しています。職員研修のため、ザ
ンビア事務所に2か月半滞在中、プロジ
ェクトの2つ目の成果である感染予防
管理（IPC）の進捗を把握するため、各病
院のIPCチームの活動に参加しました。
　IPCラウンドは、IPCチームが各部門
を巡回し、IPCチャンピオンとともに
手順の実施状況を確認し、課題の把
握と改善促進を行う活動です。あわせ
て、病院職員や学生にIPC実践を周知
し、各部門からの懸念や課題に対し
て助言やフィードバックも行います。
　チパタ病院への訪問に際して、小川
氏は、継続的にラウンドが実施されて
いる点を評価するとともに、物資の不
足課題となっている現状を確認しまし
た。また、各部門固有の課題に対して

具体的な解決策を確認し、フィードバ
ックを行っていることを称賛しました。
　マテロ病院への訪問では、IPC委員
会会議に出席しました。ここではIPCチ
ャンピオン、各部門長、IPCチーム、病
院シニアマネジャー達が集まり、IPC
チームが実施した院内IPCラウンド結
果の報告と意見交換が行われます。
　 マ テ ロ 病 院 の I P C 担 当 医 師 で あ
る チャン バ 氏 は 、小 川 氏 の 訪 問と
J I C A の 支 援 に 謝 意 を 述 べ ました 。
　 小 川 氏 は 、デ ー タ に 基 づ く意 思
決 定 の 重 要 性 を 実 感し、I P Cラウン
ドや I P C 委員会 会 議 が、収 集したデ
ータを分析し、課題を特定した上で
解 決 策 を 話し合うた め の 有 効 な 場
に なっていることを 確 認しました 。

チパタ一次レベル病院での感染予防・管理ラウンドに参加する小川氏（JICA本部）。
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病院マネジメントハンドブックの編集会議に出席した、ムトワレ医師（左、カニャマ一次レベ
ル病院）とチャンダ院長（右、カフエ総合病院）。

病院マネジメントハンドブックの編集チームが草案を最終化

　ルサカ州保健局は、病院マネジ
メントハンドブックの編集チーム
を招集し、2025年11月14日に、第
2回編集会を開催しました。この
会議では、州保健局長に提出する
草案の更新と確認を行いました。
　 病 院 マ ネ ジ メント ハ ンド ブック
は、5年間にわたるカシオペア・プロ
ジェクトの集大成です。本プロジェク
トは、質の高い保健医療サービスの
提供に向け、（1）病院運営管理能力
の強化を基盤に、（2）感染予防・管理

（I P C）、（3）必 須 医 薬 品と医 療 材 料
の在庫管理、（4）医療機器管理の3つ
の技術領域への支援と、（5）保健省、
州 保 健 局、郡 保 健 局と5 病 院をつ な
ぐ連携・調整に取り組んできました。
　ハンドブックは、5つの一次レベル
病院で培われた病院運営管理の実践
を扱うとともに、州保健局と郡保健局

が一次レベル病院を支援・監督する
際の役割を詳細に記載しています。　
　また、シニアマネジメント、病院マネ
ジメント、部門／技術といった各委員
会の設置を推奨し、病院職員の役割を
明確にした上で、戦略目標設定とモニ
タリングのためのバランス・スコアカ
ード（BSC）の運用方法や、成果ベース
の予算（OBB）計画の作成、質改善（QI）
との連携方法が記載されています。
　ルサカ州保健局シニア・プランナ
ーの バロイ氏 は、本 ハンドブックが
ザンビア初である意義を強調すると
ともに、郡・州保健局による一次レベ
ル 病 院 のモニタリング や、病 院自身
の効果的・効率的な運営を支える実
務 的 な 手 引きになると述 べました。
　 本 草 案 は 、ル サ カ 州 保 健 局 の
チョオ ン ガ 局 長 へ 提 出 さ れ ま す。

 6. 
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医薬品・治療委員会（MTC）会議に出席した、マテロ一次レベル病院のンコマ薬剤部長とカラバ薬剤師（2025年11月26日）。 

マテロIPC委員会会議で第11回IPCラウンドの結果
を確認する小川氏（JICA本部）とIPC委員会メンバー

（2025年11月26日）。 

ルサカ州保健局による感染症への備えと対応会議
で発表する村井チーフ（2025年11月11日）。 

ルサカ州医療機器四半期会議に出席した、スワナ医
師（右、チレンジェ一次レベル病院）とタチバング医師

（左、チパタ一次レベル病院）。 

病院マネジメントハンドブック編集会議に出席した、
バロイ氏（左、LPHO）、カボレ氏（中央、LPHO）、ズール
ー氏（右、LDHO）。 

チパタ一次レベル病院 で開催されたBSC更新ワー
クショップに出席した、同病院計画担当官のンコマ氏

（2025年11月6日）。 

チパタ一次レベル病院で開催されたBSC更新ワーク
ショップに出席した、チェルストン・ミニ病院のカゼ
ンベ計画担当官（2025年11月6日）。 

 7. 


